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•表題（しょうわ）については
「西条小学校 6年2組
河野  心沙 さん（こうのみさ）」の直筆です。

表紙写真

学校が再開し
登校する児童たち



　昭和町議会では、平成29年から先進地議会等を視察し、タブレット端末導入に向けて調査・研究
を重ねてきました。
　令和元年9月定例会にて「情報化推進対策特別委員会」を設置し更なる検討の末、12月定例会
にて、議員全員の賛成のもと、タブレット端末導入の意思決定を行いました。
　その後、町当局との協議や講習会を経て、6月定例会からタブレットを活用しての議会運営をス
タートしました。
　今後は12月定例会での完全ペーパーレス化を目指して体制を整備し、議会運営・議員活動の活
性化・効率化を進め、町民の皆様の声を行政に反映するよう、より一層の努力をしていきます。

特
集議会も I C T化！  タブレット運用開 始 

平成2 9年7月
平成30年10月
令和元年 8月
令和元年 9月

令和元年10月
令和元年12月

令和元年12月
～令和2年1月
令 和 2 年 2 月
令 和 2 年 4 月
令 和 2 年 5 月
令 和 2 年 6 月

富士川町議会タブレット端末視察（議員全員）
多摩市議会タブレット端末視察（常任委員会）
富士川町議会タブレット端末視察（情報化研究会メンバー4名）
9月定例会にて「情報化推進対策特別委員会」を設置
委員6名で構成
北海道函館市議会タブレット端末視察（議員12名）
12月定例会にて導入承認の議決
情報化推進対策特別委員会は「タブレット端末を導入すべき」
と決し、本会議にて、議員全員が賛成し、議会の意思決定として
承認された
12月定例会終了後に町長に予算要望書を提出
新年度予算に必要経費等の計上を要望
議会と町当局と協議
議会検討委員会と町担当課長、係長が出席
町管理職に業者からデモンストレーションを実施
業者との打ち合わせ
タブレット端末管理者・利用者講習会
使用規定及び運用マニュアルを策定
6月定例会にてタブレット端末の運用を開始

タブレット端末導入までの活動記録
●
●
●
●

●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

【タブレットレンタル台数】
●16台（全議員14台　議会事務局2台）

【初期導入費用】
●備品購入費　　　　　　52万円
●手数料　　　　　　　　58万円

【年間維持費用】
●タブレット端末使用料　226万円

タブレット端末導入に関わる令和2年度予算

●資料の電子化（ペーパーレス化）
●重要なデータをクラウド上に蓄積でき、その場で確認・提示できる
●議員活動のスピードアップが図られる
●議員間の迅速な情報共有
●井戸端会議等において、町民に対する柔軟な説明が可能になる
●災害時の情報提供

タブレット端末導入によるメリット

※

※［ICT化］  情報通信技術（タブレットなど）を活用して情報共有を円滑にし、効率的に業務を進めること

3密防止の
リモート会

議

にも活用

資料はすべて電子化されるため、紙の資料は今後不要に

やまなし 議会だよりしょうわ No.186
令和2年7月27日発行

3 やまなし 議会だよりしょうわ No.186
令和2年7月27日発行 2



ねぇねぇほたるん、新型コロナウイルスの影響でみんな困っているけど、
昭和町議会ではどんなことをしてきたの？

〈詳細は8月末更新予定のHPの会議録をご覧ください〉

昭和町議会では議員報酬の5%を6か月間削減して町の財源にし
たり、こんな対策をしたらどうですかっていうことを書いた提言書
を町長さんに渡したりしたよ。4ページと13ページに記事が載って
いるから読んでみてね。新型コロナウイルスの影響でいろいろと大
変だけど、みんなで協力して乗り越えていこうね。

ほたるんに聞いてみよう！

決まったこと
令和2年6月定例会は、6月3日から10日まで8日間の会期で開催しました。町長提出の条
例関係8案件、令和2年度一般会計及び特別会計補正予算関係4案件、その他1案件
の計13案件を審議しました。

6月
定例会で

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

議案
第26号

河
田

　あ
け
み

田
中

　博
愛

樋
口

　敏
夫

河
住

　保
茂

林

　
　和
仁

石
原

　高
明

石
原

　一
好

薬
袋

　義
久

金
丸

　富
一

堀

　
　門
太

小
林

　耐
三

海
野

　
　豊

長
田

　信
夫

石
原

　政
信

案件名 審議
結果種 別

昭和町国民健康保険
条例中改正の件

議案
第27号

昭和町国民健康保険税
条例中改正の件

議案
第28号

昭和町後期高齢者医療に関する
条例中改正の件

議案
第29号 昭和町税条例中改正の件

議案
第30号

昭和町固定資産評価審査委員会
条例中改正の件

議案
第31号

昭和町開発行為等の許可基準に
関する条例中改正の件

議案
第32号

昭和町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例中改正の件 

議案
第33号 昭和町介護保険条例中改正の件

議案
第34号
議案
第35号
議案
第36号
議案
第37号
同意
第13号

令和2年度昭和町一般会計
補正予算（第2号）
令和2年度昭和町国民健康保険
特別会計補正予算（第1号）
令和2年度昭和町介護サービス
特別会計補正予算（第1号）
令和2年度昭和町下水道事業
特別会計補正予算（第1号）
昭和町固定資産評価審査委員会
委員の選任について同意を求める件 

石
原
高
明
議
員
は
議
長
の
た
め
、採
決
に
は
加
わ
って
い
ま
せ
ん
。

○：賛成　×：反対　欠：欠席

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

可決

可決

議案
第25号

河
田

　あ
け
み

田
中

　博
愛

樋
口

　敏
夫

河
住

　保
茂

林

　
　和
仁

石
原

　高
明

石
原

　一
好

薬
袋

　義
久

金
丸

　富
一

堀

　
　門
太

小
林

　耐
三

海
野

　
　豊

長
田

　信
夫

石
原

　政
信

案件名 審議
結果種 別

昭和町長等の給与の特例に
関する条例制定の件

議提
第1号

昭和町議会議員の議員報酬
の特例に関する条例制定の件

※石原高明議員は議長のため、採決には加わっていません。

欠

欠

コロナ禍をみんなで乗り切るために！
町長・副町長・教育長・議員の報酬を削減する条例を制定

　新型コロナウイルス感染症が世界にまん延する中、政府は4月
16日、全国に緊急事態宣言を発令しました。昭和町においても、学
校の臨時休業のほか、外出やイベント開催の自粛、施設の利用休
止等の措置がとられ、感染拡大の影響は、日常生活や経済活動等
にも広く及びました。今後は、さらに企業業績の伸び悩みなど経済
活動の停滞により、町税等の減少が予想されます。
　このような現状を重く受け止め、昭和町議会では、議員報酬（18
万9千円）を5％、6か月削減し、削減分をマスクの無料配布支援策
への財源に充てることを目的として、「昭和町議会議員の議員報酬
の特例に関する条例」案を提出し、賛成で可決されました。
　また、町当局においても、新型コロナウイルス感染拡大防止対策
として財源を確保するため、町長が10％、副町長及び教育長が
7％、6か月給与を減額とする、「昭和町長等の給与の特例に関す
る条例」案を提出し、こちらも全員賛成で可決されました。

5月臨時会でのその他の議決事項

専決処分 ※全員賛成で承認

■ 昭和町税条例中改正
■ 昭和町国民健康保険税条例中改正
■ 令和元年度昭和町一般会計補正予算（第5号）
■ 令和元年度昭和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第5号）
■ 令和元年度昭和町下水道事業特別会計補正予算（第4号）
■ 令和元年度昭和町渇水対策事業特別会計補正予算（第4号）
■ 令和2年度昭和町一般会計補正予算（第1号）

人事案件 ※全員賛成で同意

■ 昭和町農業委員会委員の任命の件（12件）

5月
臨時会

※

※
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河
田
委
員
　
外
国
人
窓
口

対
応
翻
訳
機
は
災
害
時
に
は

貸
し
出
し
が
で
き
る
か
。

総
務
課
長
　
必
要
が
あ
れ

ば
、避
難
所
や
相
談
所
な
ど
へ

の
貸
し
出
し
に
対
応
す
る
。

樋
口
委
員
　
保
養
所
の
助
成

券
の
発
行
の
見
通
し
は
。

総
務
課
長
　
夏
休
み
の
時
期

に
な
れ
ば
助
成
券
を
発
行

し
、保
養
所
等
へ
行
け
る
よ
う

に
す
る
予
定
だ
が
、す
べ
て
の

保
養
所
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

金
丸
委
員
　
小
規
模
事
業

者
支
援
は
、昭
和
町
に
住
み

店
舗
は
町
外
に
あ
る
方
は
対

象
と
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、店

舗
が
町
内
に
あ
り
町
外
に
住

ん
で
い
る
方
に
つ
い
て
は
対
象

に
な
ら
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
店
舗
が
町
内
に

あ
れ
ば
対
象
と
な
る
。

海
野
委
員
　
３
月
に
予
定
し

て
い
た
昭
和
玉
穂
中
央
通
り

線
の
説
明
会
が
中
止
と
な
っ

た
が
、今
年
度
の
事
業
内
容

と
今
後
の
予
定
は
。

建
設
課
長
　
今
年
度
は
路

線
測
量
、用
地
測
量
、実
施

設
計
を
行
う
予
定
で
既
に
発

注
済
み
。

　
来
年
度
か
ら
用
地
交
渉

等
を
進
め
て
い
く
予
定
。

薬
袋
委
員
　
最
低
敷
地
面

積
を
３
０
０
㎡（
約
90
坪
）以

上
か
ら
２
０
０
㎡（
約
60
坪
）

以
上
に
見
直
す
と
い
う
こ
と

だ
が
、２
０
０
㎡
で
は
な
く
、

２
３
０
㎡（
約
70
坪
）く
ら
い

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。小
さ

な
土
地
を
開
発
し
て
も
将
来

子
ど
も
が
親
と
一
緒
に
住
む

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
空
き

家
に
な
って
し
ま
う
の
で
は
。

6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

　
地
下
水
取
水
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
く
井
戸

設
置
届
出
に
つ
い
て
、担
当
課

よ
り
１
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
に
つ
い
て
、甲
府
市

上
下
水
道
局
と
の
協
力
費
の

協
議
結
果
に
つ
い
て
、山
梨
大

学
の
協
力
の
も
と
補
償
井
戸

の
必
要
性
の
調
査
を
行
っ
た
う

え
で
甲
府
市
と
の
協
議
を
継

続
し
て
い
く
と
の
報
告
を
受

け
た
。

石
原（
政
）議
員
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
２
波・３
波
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
場

合
の
集
団
健
診
の
対
応
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
国
か

ら
は
、緊
急
事
態
宣
言
の
対

象
地
域
で
は
、原
則
と
し
て

集
団
健
診
は
控
え
る
よ
う
通

達
が
出
て
い
る
が
、地
域
ご
と

の
実
情
を
踏
ま
え
て
判
断
し

て
欲
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
町
民
の
命
を
守
る
と
い
う

点
で
は
、が
ん
検
診
も
大
切

な
も
の
で
あ
り
、そ
の
時
の
感

染
の
状
況
を
見
つ
つ
、３
つ
の

密
が
生
じ
な
い
や
り
方
で
、例

え
ば
、が
ん
検
診
の
み
行
な

う
な
ど
、い
く
つ
か
の
方
法
を

検
討
す
る
。

緊
急
事
態
宣
言
時
の

集
団
健
診
は

開
発
行
為
等
の
許
可
基
準
の

最
低
敷
地
面
積
は

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
の

進
ち
ょ
く
は

小
規
模
事
業
者
支
援
の

対
象
者
は

機
構
改
革
と

※
あ
り
方
検
討
会
は

補償井戸

昭和玉穂中央通り線の開通予定図

分譲地

質
問
は
要
約

さ
れ
て
い
ま
す

議
会
だ
よ
り
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、審
議
し
た
議
案
や
質
問・答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。会
議
の
内
容
は
、会
議
録
に
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
源
対
策
特
別
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

小
林
委
員
　
機
構
改
革
と

あ
り
方
検
討
会
に
つい
て
、進

ち
ょ
く
状
況
は
。

総
務
課
長
　
機
構
改
革
に
つ

い
て
は
10
月・11
月
を
目
途
に

進
め
る
予
定
。

　
具
体
的
に
は
い
き
い
き
健

康
課
や
福
祉
課
を
機
構
改

革
し
て
い
く
。

町
長
　
あ
り
方
検
討
会
に
つ

い
て
は（
仮
称
）生
涯
学
習
館

を
含
め
た
様
々
な
こ
と
で
お

話
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、密
を
避
け
る
状
況
下
に
お

い
て
、町
民
の
皆
様
に
集
ま
って

い
た
だ
く
こ
と
も
難
し
い
。　

　
暮
ら
し
が
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
時
期
を
見
計
ら
い

着
手
し
て
い
く
。

※
あ
り
方
検
討
会
と
は

公
共
施
設
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、

町
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会

長
田
委
員
　
商
品
券
の
配
布

事
業
に
つ
い
て
、他
の
市
町
村

で
は
大
型
店
で
使
え
る
分
を

限
定
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

昭
和
町
で
も
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長
　
１
万
円
の
商
品

券
の
中
に
グ
ル
メ
券
と
し
て

使
う
分
も
あ
る
。こ
れ
に
更

に
大
型
店
限
定
の
分
な
ど
を

加
え
る
と
１
万
円
の
中
で
使

い
方
が
複
雑
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
考
え
て
い
な
い
。

商
品
券
を
小
規
模
店
で

昭和町3活商品券

昭和町商工会

生徒への動画撮影風景
（押原中学校HPから引用）

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

臨
時
休
業
に
よ
る
影
響
は

翻
訳
機
の
貸
し
出
し
は

助
成
券
の
発
行
は

都
市
整
備
課
長
　
２
５
０
㎡

や
２
３
０
㎡
も
検
討
し
た
が

根
拠
が
な
く
、「
山
梨
県
開

発
許
可
申
請
等
の
手
引
き
」

及
び「
昭
和
町
開
発
行
為
技

術
基
準
」に
規
定
さ
れ
て
い

る
画
地
規
模
の
基
準
に
合
わ

せ
、最
低
敷
地
面
積
を
２
０

０
㎡
以
上
と
改
正
し
た
。　

　
ま
た
、空
き
家
対
策
に
つい

て
は
条
例
等
を
検
討
し
て
い

る
。

総
務
課
長
　
市
街
化
調
整

区
域
は
広
い
区
画
で
、何
世

代
も
住
み
続
け
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
で
最
低
敷
地
面
積

を
３
０
０
㎡
以
上
と
し
た
が
、

需
要
が
少
な
く
、地
権
者
や

開
発
業
者
か
ら
も
採
算
が
合

わ
な
い
と
い
う
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

　
最
低
敷
地
面
積
な
の
で
２

０
０
㎡
よ
り
広
く
て
も
構
わ

な
い
。

林
委
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
３
ヶ
月
間
休
業

と
な
り
、教
育
に
差
が
出
て

き
て
い
る
と
思
う
が
対
応
は
。

教
育
長
　
各
学
校
で
は
、動

画
配
信
や
家
庭
訪
問
、分
散

登
校
等
を
通
し
て
、創
意
工

夫
し
な
が
ら
、臨
時
休
業
中

の
学
習
に
対
応
し
て
き
た
。

　
今
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き

取
り
調
査
等
を
行
い
、児
童

生
徒
の
実
態
を
正
確
に
把
握

し
、適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

総合体育館
昭和町立
温水プール

総合会館
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

直
し
を
行
う
。 

　
行
財
政
改
革
は
総
合
計
画
と

一
体
的
に
進
め
、さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
が

で
き
る
よ
う
評
価
を
行
い
、職
員

の
意
識
づ
け
も
行
い
な
が
ら
改
善

を
図
り
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
町
の
入
札
の
落
札
率
は
高

い
と
思
わ
れ
る
が
、予
定
価
格

を
事
前
に
提
示
す
る
と
い
う
入

札
方
法
を
見
直
し
て
は
ど
う

か
。

　
入
札
の
適
正
価
格
に
つ
い
て
は

国
や
県
の
基
準
を
も
と
に
担
当

課
が
積
算
し
て
お
り
、適
正
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
予
定
価
格
の
公
表
も
公
正
な

入
札
を
考
え
て
行
っ
て
い
る
が
、

検
討
す
る
。

　紙
漉
阿
原
区
地
内
を
流
れ
る

今
川
は
、区
民
総
出
で
年
3
回

河
川
清
掃
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
川
は
水
深
が
深
く
藻
が
多
い

た
め
、区
民
総
出
で
の
清
掃
を

年
1
回
と
し
、残
り
を
町
で
対

応
で
き
な
い
か
。

　
以
前
も
同
様
の
質
問
が
あ
り
、

河
川
清
掃
の
あ
り
方
や
課
題
等

を
精
査
、議
論
し
、町
で
清
掃
を

実
施
す
る
対
象
河
川
の
運
用
内

規
を
定
め
、紙
漉
阿
原
区
の「
今

川
」、河
西
区
の「
清
川
」、上
河

東
区
の「
東
花
輪
川
」を
平
成 

30

年
度
よ
り
各
地
区
1
年
ご
と
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
町
で
浚

渫
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

引
続
き
地
区
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
を
検
討
す
る
。

い
く
が
、地
域
に
も
協
力
を
い
た

だ
き
、ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
を
決
め

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
不
法
投
棄
の
見
回
り
も
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
が
、警
察
に
も
見

回
り
等
の
強
化
を
お
願
い
し
て
い

く
。　不

法
投
棄
の
対
策
と
し
て
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
、

対
応
し
て
ほ
し
い
。ま
た
防
災

放
送
で
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
の
周

知
を
し
て
ほ
し
い
。

　
各
区
に
お
い
て
有
価
物
収
集

で
得
ら
れ
た
収
入
を
活
用
し
、防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
ま
た
、防
災
放
送
は
防
災
に
関

す
る
も
の
、緊
急
性
を
要
す
る
も

の
が
基
本
で
あ
り
、別
の
形
で
の

広
報
を
検
討
す
る
。

　各
区
や
施
設
等
に
あ
る
一
般

廃
棄
物
の
ゴ
ミ
収
集
小
屋
に
、

指
定
の
ゴ
ミ
袋
以
外
の
袋
等
が

頻
繁
に
置
か
れ
て
い
る
。一
般
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
へ
の
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
町
で
は
指
定
以
外
の
ゴ
ミ
が
出

さ
れ
た
場
合
は
警
告
を
行
い
、長

期
の
休
日
が
続
く
場
合
は
家
庭

で
の
保
管
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。 

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
や
分
別

の
徹
底
、収
集
日
以
外
の
日
に
は

ゴ
ミ
出
し
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を

広
報
な
ど
で
さ
ら
に
呼
び
か
け
て

一般質問の内容は議会事務局及び8月末更新のHP会議録からも閲覧できます。 ※質問・答弁はスペースの都合上、
　要約されています。

堀　門太 議員
ほ り も ん た

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
策
に
つ
い
て
、コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
利
点
を
発
揮

し
、即
断・即
決・即
行
動
が
実
施

で
き
な
い
か
。

　町
内
は
も
と
よ
り
町
外
か
ら

も
注
目
さ
れ
て
い
る
町
で
も
あ

り
、他
市
町
村
に
先
駆
け
て
ど

ん
ど
ん
対
策
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　こ
れ
ま
で
の
対
策
に
お
け
る

ス
ピ
ー
ド
感
や
そ
の
規
模
は
充

分
か
、ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
町
は
町
民
に
対
し

て
学
校
の
臨
時
休
業
や
施
設
の

休
業
措
置
、保
育
園
等
へ
の
登
園

自
粛
の
要
請
な
ど
を
行
う
中
で
、

支
援
策
と
し
て
給
食
費
や
保
育

料
な
ど
の一
部
無
償
化
、給
付
金

に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、

町
内
の
事
業
者
支
援
を
実
施
し
、

町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
支

援
を
行
っ
て
き
た
。町
独
自
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
議
員
の
皆
様
の

理
解
を
得
て
、補
正
予
算
の
専
決

処
分
を
行
い
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実

施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
実
情
に
応
じ
た
対
策

が
必
要
で
あ
り
、今
議
会
で
も
補

正
予
算
に
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
等
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
生
活

支
援
、小
規
模
事
業
者
等
へ
の
事

業
持
続
の
た
め
の
支
援
、経
済
活

性
化
対
策
、 

こ
の
ほ
か
突
発
的
な

対
策
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
予

備
費
を
増
額
計
上
し
た
。今
後

も
町
民
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
え

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

堀町
長

町
長

町
長

環
境
経
済
課
長

総
務
課
長

Q 地方財政が危機にある今、
行政の事業見直しを！
A 総合計画と一体的に事務事業の見直しを進める Q コロナ対策。

もっと早く！かつ大胆に！
A 今後も実情に応じた対策を

迅速に行っていきたい

田
中

Q 一般廃棄物の不法投棄対策を！

A ゴミ出しルールの周知を図っていく

　地
方
の
財
政
が
危
機
に
あ
る

今
、行
政
の
事
業
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。採
算
性
の

低
い
事
業
の
廃
止
や
縮
小
な
ど

を
進
め
、年
間
1
憶
円
以
上
の

行
政
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
自
治

体
も
あ
る
。ま
ず
は
職
員
の
意

識
改
革
の
た
め
、日
常
業
務
の

総
見
直
し
か
ら
始
め
て
は
ど
う

か
。

　
町
で
は
今
年
度
か
ら
第
５
次

行
財
政
改
革
大
綱
の
作
成
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
り
、第
６
次
総

合
計
画
や
主
要
施
策
と
も
整
合

を
図
り
な
が
ら
、事
務
事
業
の
見

河
住

町
長

河住　保茂 議員
か わ す み や す し げ

田中　博愛 議員
ひ ろ よ した な か

施策を問う施策を問う施策を問う ここが聞きたい

再
質
問

再
質
問

田
中

Q
町
内
の
河
川
清
掃
に

つ
い
て
の

町
の
対
応
は
？

A
今
川
、清
川
、

東
花
輪
川
は

１
年
ご
と
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

町
が
浚
渫
す
る

公用自転車利用方法の見直し

今川の河川清掃
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問
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問
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問

海野　豊 議員
う み の ゆたか

　利
用
者
数
が
少
な
い
も
の
の

夏
以
上
に
運
営
費
が
か
か
る
冬

場
の
運
営
に
つ
い
て
、ど
う
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
町
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
に
諮
る
の

は
い
つ
ご
ろ
か
。

　
協
議
会
は
例
年
11
〜
12
月
に

か
け
て
の
開
催
だ
が
、今
年
度
は

温
水
プ
ー
ル
の
運
営
等
に
つ
い
て

丁
寧
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

で
、第
１
回
を
9
月
ご
ろ
に
開
催

予
定
。ま
た
冬
場
の
運
営
に
つ
い

て
は
、さ
ら
な
る
経
費
削
減
に
向

け
て
検
討
す
べ
き
課
題
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
利
用
者
の
さ
ら
な
る
減
少
も

予
想
さ
れ
る
状
況
か
ら
、施
設
の

大
規
模
改
修
、指
定
管
理
者
に

よ
る
運
営
、必
要
に
応
じ
た
予
防

保
全
に
よ
る
施
設
維
持
等
に
つ
い

て
、検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。 

　
今
後
、町
民
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
施
設
と
し
て
、ま
た
町
内

小
中
学
校
で
の
体
育
科
授
業
等

の
利
用
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
つ
つ
、温
水
プ
ー
ル
の
あ
り
方
、

運
営
等
に
つ
い
て
、昭
和
町
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
に
お
い
て

丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
支
援
を
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
行
う
た
め
に

も
、町
立
温
水
プ
ー
ル
の
事
業

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
町
立
温
水
プ
ー
ル
は
特
に
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
機
械
設
備

を
優
先
的
に
対
応
し
、建
物
の
機

能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
ろ
過
装
置
は
耐
用
年
数
か
ら

既
に
15
年
以
上
経
過
し
て
い
る
た

め
、故
障
等
が
生
じ
た
場
合
は
新

規
入
れ
換
え
が
必
要
で
あ
り
、冷

暖
房
機
器
も
同
様
で
あ
る
。

　本
町
の
今
後
の
経
済
回
復
策

や
町
民
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
今
後
、町
内
の
店
舗
で
使
え
る

商
品
券
を
町
民
1
人
に
つ
き
1

万
円
分
配
布
す
る
。

　
ま
た
、小
規
模
事
業
者
に
営
業

再
開
に
向
け
た
感
染
予
防
の
た

め
に
10
万
円
を
給
付
す
る
予
算

や
、児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
ひ

と
り
親
世
帯
に
１
世
帯
あ
た
り

５
万
円
の
給
付
を
行
う
予
算
も

今
議
会
に
計
上
し
た
。

　
町
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、事
業

所
の
事
業
継
続
に
つ
な
が
る
支
援

を
総
括
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り「
新
し
い
生

活
様
式
」が
求
め
ら
れ
る
中
、学

校
で
の
具
体
的
な
感
染
防
止
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
し
、感
染
予

防
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、各
学
校
で
は
施
設
や
児

童
生
徒
の
実
態
に
即
し
、独
自
の

創
意
工
夫
し
た
感
染
予
防
マ
ニュ

ア
ル
を
作
成
し
、実
施
に
努
め
て

い
る
。

　
今
後
も
小
中
学
校
と
連
携
し

て
、実
効
性
あ
る
感
染
防
止
策
を

強
力
に
進
め
て
い
く
。

石
原

石
原

町
長

教
育
長

教
育
長

生
涯
学
習
課
長
　

Q 「いーなとうぶ昭和」の
販売委託手数料の減額要請＆補助を！
A 農協と協議し、補助金制度の創設も検討したい

Q コロナ対策における
経済回復策や町民支援策は？
A 町民の暮らしと地域経済を守る支援を

総括的に行っていく

海
野

Q 町立温水プールの事業見直しを！

A あり方、運営等について
丁寧に検討を進めていく

　J
A
山
梨
み
ら
い
の
農
産
物

直
売
所
で
あ
る
「
い
ー
な
と
う

ぶ
昭
和
」へ
農
家
が
農
作
物
を
出

荷
す
る
際
、販
売
委
託
手
数
料

が
か
か
っ
て
い
る
が
、手
数
料
を

減
額
す
る
よ
う
働
き
か
け
ら
れ

な
い
か
。町
と
し
て
も
手
数
料
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
販
売
委
託
手
数
料
の
減
額
に
つ

い
て
は
、農
協
と
協
議
し
た
い
と
思

う
。都
市
化
が
進
む
本
町
で
は
生

産
者
の
出
荷
割
合
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
が
、市
場
等
に
出
荷
す
る
ほ

ど
大
規
模
な
農
業
を
行
っ
て
い
な

い
方
で
も
気
軽
に
自
分
の
作
っ
た

農
産
物
が
販
売
で
き
る
環
境
が

あ
る
と
、作
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ

た
り
、出
荷
時
に
は
交
流
ス
ペ
ー
ス

で
情
報
交
換
が
で
き
る
な
ど
、そ

の
存
在
意
義
は
大
き
い
。

 

「
い
ー
な
と
う
ぶ
昭
和
」に
は
そ

う
いっ
た
方
へ々の
営
農
指
導
を
お

願
い
し
な
が
ら
、都
市
近
郊
農
業

を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
要
望
し
て
い
く
。ま
た
出

荷
割
合
を
増
や
す
た
め
の
施
策

も
考
え
る
中
で
、補
助
金
制
度
の

創
設
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　営
農
指
導
件
数
は
年
間
ど
れ

ぐ
ら
い
か
。ま
た
町
の
補
助
金
に

対
す
る
事
業
評
価
等
を
検
証
し

て
い
る
と
思
う
が
、産
業
厚
生
常

任
委
員
会
で
資
料
提
供
と
そ
の

説
明
を
受
け
た
い
。

　「
い
ー
な
と
う
ぶ
昭
和
」へ
の
出

荷
は
56
〜
57
人
で
、す
べ
て
の
方
に

営
農
指
導
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、具
体
的
な
指
導
件
数

は
記
録
し
て
な
い
と
の
こ
と
で
、今

後
は
記
録
を
取
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
く
。事
業
評
価
も
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
上
で
行
う
。

長
田

町
長

環
境
経
済
課
長

Q
学
校
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
感
染

防
止
策
は
？

A
独
自
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

感
染
予
防
の

徹
底
に
努
め
て
い
る

長田　信夫 議員
お さ だ の ぶ お

石原　政信 議員
い し は ら ま さ の ぶ

再
質
問

再
質
問

いーなとうぶ昭和

温水プールのトレーニングジム
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

時
等
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、本
町
で
も
調
査
、検
討
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
住
民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
を

ベ
ー
ス
に
し
た
被
災
者
台
帳
を
作

成
し
、 

平
時
に
ル
ー
ル
化・シ
ス
テ

ム
化
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、建

物
の
罹
災
証
明
書
の
発
行
や

数
々
の
業
務
等
に
対
し
て
、有
事

の
際
に
即
座
に
対
応
で
き
る
シ
ス

テ
ム
は
、非
常
に
有
効
で
あ
る
と

思
う
。

　
今
後
、「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
」の
検
証
や
他
の
自
治
体
の
支

援
シ
ス
テ
ム
を
十
分
調
査
研
究

し
、検
討
す
る
。

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
臨
時
休
業
中
の
教
育

　
サ
ー
バ
機
器
等
の
更
新
時
期

を
迎
え
て
お
り
、ハ
ー
ド
面
の
更

新
を
含
め
、デ
ザ
イ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
形
式
へ
の
対
応
な
ど
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
全
体
的
な
リ
ニュ
ー
ア

ル
を
考
え
て
い
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

自
体
の
内
容
を
よ
く
精
査
し
、一

層
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
。

　職
員
の
中
に
情
報
シ
ス
テ
ム

の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
全
体
の
構
成
や
発
信
の
仕
方
等

へ
の
対
応
も
含
め
、庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
7
月
ご
ろ
に
編
成

し
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
く
。

　
住
民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
を

ベ
ー
ス
に
作
成
さ
れ
る
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
は
、大
規
模
災
害

Q

　ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
て
情
報
を
得
る
人
が

増
え
て
い
る
。町
の
H
P
を
よ

り
見
や
す
い
ス
マ
ホ
版
へ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
は
ど
う
か
。

現
場
の
対
応
は
。ま
た
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
に
向
け
て
、各
家
庭
の

W
i

-

F
i
環
境
と
パ
ソ
コ
ン

等
の
保
有
状
況
は
。

　
臨
時
休
業
中
、各
小
中
学
校

で
は
複
数
回
に
及
ぶ
家
庭
訪
問

や
面
談
、分
散
登
校
、学
習
課
題

の
作
成
や
添
削
、学
校
H
P
に
よ

る
教
材
と
情
報
の
提
供
な
ど
を

工
夫
し
な
が
ら
行
っ
て
き
た
。

　
家
庭
の
W
i

-

F
i
環
境
と 

P
C 

端
末
の
保
有
状
況
に
つ
い
て

は
、各
学
校
で
調
査
、集
計
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。調
査
結
果

を
も
と
に
、第
２
波
、第
３
波
に

備
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
等
の
導

入
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す

る
。

　
家
庭
に
W
i

-

F
i
環
境
が

な
い
場
合
に
は
、町
が
貸
し
出
す

な
ど
の
対
応
ま
で
考
え
て
い
る

の
か
。

　
W
i

-
F
i
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
見
な
が
ら
、機
器
の
購
入
や

貸
し
出
し
を
含
め
て
検
討
す
る
。

町HPを見やすい
スマホ版へリニューアルを！

河
田

教
育
長

学
校
教
育
課
長

町
長

企
画
財
政
課
長

河
田

河
田

A HPの全体的なリニューアルを進めていく

河田　あけみ 議員
か わ だ

町
長

再
質
問

再
質
問

Q
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
活
用
を
！

Q
臨
時
休
業
中
の

教
育
現
場
の
対
応
と

オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
導
入
は
？

A
第
2
波
、第
3
波
に

備
え
、オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
等
の
導
入
の

検
討
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く

A
十
分
に

調
査
研
究
し
、

検
討
し
て
い
く

1.保育施設、学校施設、公共施設等への予防策導入について
●保育施設や学校施設、公共施設等にウイルスや臭いの除去効果のある光触媒コーティングを施すこと
●小学校低学年や幼児用にマスクを配布すること
2.大学、大学院、短大及び専修学校等の学生への一人10万円の給付について
●後期授業料納入時期に合わせ学生一人当たり10万円を支給すること
3.マスクボックスの設置について
●使う予定のないマスクや手作りマスクを収集するマスクボックスを公共施設等に設置し、
　必要としている町民や福祉施設、学校等の機関へ提供できるよう整備すること

【主な事業】

令和元年度一般会計・特別会計補正予算

町長への提言書町長への提言書町長への提言書

広域事務組合広域事務組合広域事務組合

議長交際費（令和元年度）議長交際費（令和元年度）議長交際費（令和元年度）

昭和町・甲府市・甲斐市・中央市の3市1町で構成

甲府地区広域行政事務組合

【主な事業】
消防本部、消防署と国母工業団地にある
国母公園管理事務所での公園管理事業

新型コロナウイルス感染症に伴う今後の対策について、
6月定例会の最終日に議会から町長に提言書を提出しました。以下がその内容です。

【令和2年度予算】
予算総額        36億4493万円
負担金総額     33億5789万円
昭和町負担額　2億6601万円

【令和2年度予算】
予算総額　1051億3982万円
負担金総額　　 5億338万円　昭和町負担額　1051万円

県下27市町村で構成

山梨県後期高齢者医療広域連合

【主な事業】
後期高齢者医療制度に関する事業

【令和2年度予算】
予算総額　　4億8625万円
分担金総額　4億3108万円　昭和町分担額　2650万円

昭和町・中央市・南アルプス市・富士川町・市川三郷町の
2市3町で構成

三郡衛生組合議会

【主な事業】
葬祭場に関する事業

【令和2年度予算】
予算総額　　 19億9310万円
負担金総額　 13億9919万円
昭和町負担額　1億7634万円

昭和町・甲斐市・中央市・南アルプス市・富士川町・市川三郷町の
3市3町で構成

中巨摩地区広域事務組合

【主な事業】
ごみ処理・し尿処理事業

【令和2年度予算】
予算総額      1億7232万円
負担金総額　1億7232万円
昭和町負担額     1089万円

昭和町・韮崎市・南アルプス市・北杜市・甲斐市・中央市・早川町
身延町・南部町・富士川町・市川三郷町の5市6町で構成

山梨西部広域環境組合

峡北・中巨摩・峡南地域のごみ処理事業
今年度から循環型社会を目指し、環境影響調査、広域化計
画、地域計画を作成。基本設計は令和4・5年で実施、建設は
令和8年度から実施し、令和13年3月に新施設の竣工予定

使　途
香典・生花
各行事費・会費
餞別・その他
合　計

件　数
6件

32件
1件

39件

金　額
40,000円

205,000円
13,050円

258,050円

予算額

400,000円

支出額

258,050円

差引残額

141,950円
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ハガキにて（16歳・女性）

186号
（この号）を
読んでください

ヒント

ハガキにて（82歳・女性）

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール
gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 8月末日 消印有効

議会だよりに関する貴重な意見が子どもたちから
もありますね。せっかくですから、一言返事を書い
てくれると嬉しいです。益 こ々のコーナーが盛んに
なってくれることと思います。

メールにて（60歳・女性）

新型コロナウイルスが猛威を振るう中、町政として
どのような事をしたのか、次号では分かりやすく記
事にしてほしい。
昭和町玉穂中央通り線はもう少しわかりやすいイ
ラストを掲載してほしかった。全般的に素人にもわ
かりやすいビジュアルの工夫があると、もっと身近
に感じられると思った。

メールにて（62歳・女性）

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お願いいたします。

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

こんなご意見をいただきました！

ご意見をいただいた方には
個別に回答させていただいています。

No.185に対する

議会もICT化！○○○○○運用開始Q
1

一般質問ここが聞きたい！　今定例会の質問者数は○人！
Q
2

追跡 あの質問はどうなった？
公用車にドライブ○○○○○の設置を

Q
3

メールに移動

ハガキにて（13歳・女性）

追跡追跡 あの質問は
    どうなった？
あの質問は
    どうなった？

ドライブレコーダーは交通事故発生時の原因特定だけでなく、動く防犯カメラとしての役割も
期待されている。安全安心なまちづくりのためにも公用車へドライブレコーダーを設置しては。

追
跡

問
「安全・安心なまちづくり」につながると判断し、令和２年度の新規事業として当初予算に設置
費用を計上し運用を開始する。

令和2年度当初予算にドライブレコーダー設置費用が計上され、現在30台の公用車に設置さ
れている。

答

公用車にドライブレコーダーの設置を
議員の質問に、町当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

平成30年12月議会 河田  あけみ 議員／令和元年9月議会 海野  豊 議員

追
跡

グローバル化が進む中、英語教育の重要性はますます増している。昭和町でも平成27年度から3年
間、「英語教育強化地域拠点事業」を実施し、英語教育の拡充に取り組んでいるが、特色あるカリ
キュラムを考えているか。またAIロボットなどの先進的な教材の導入は。

問
文部科学省の指定による「外国語教育強化拠点事業」の取り組み後も各学校では引き続き研究を実
施しており、子どもたちのみならず教員も英語に抵抗感がなくなったという成果を得ている。令和元
年度からは、子どもたちが英語を話す機会やインターネットを利用した外国の学校との交流などを行
う。また、デジタル教材など、先進的な教材の導入も行う。

答
昭和町独自のカリキュラムの作成や町内全小中学校へのALT（外国語指導助手）配置など実践的な
取り組みを進めてきた。また、令和2年度当初予算において、各小中学校のWi-Fi環境を整備するた
めの予算を計上しており、町内の全小中学生への一人一台パソコンの導入を計画している。

英語教育の今後の取り組みは
平成30年12月議会 石原  高明 議員

▼
4
月
7
日（
火
）

●

臨
時
全
員
協
議
会

●

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
4
月
21
日（
火
）

●

全
員
協
議
会

▼
5
月
1
日（
金
）

●

臨
時
全
員
協
議
会

▼
5
月
8
日（
金
）

●

臨
時
全
員
協
議
会

▼
5
月
15
日（
金
）

●

臨
時
議
会

▼
5
月
19
日（
火
）

●

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

利
用
者
講
習
会

▼
5
月
27
日（
水
）

●

議
会
運
営
委
員
会

▼
5
月
28
日（
木
）

●

全
員
協
議
会

▼
6
月
3
日（
水
）

　〜
10
日（
水
）

●

令
和
2
年
第
2
回
定
例
会

（
6
月
議
会
）

▼
6
月
23
日（
火
）

●

町
村
議
会
議
長
会

決
算
監
査

4
月
か
ら

6
月
ま
で
の
動
き

　
　
　
　
　（
一
部
掲
載
）

こう
なった

こう
なった
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令
和
元
年
５
月
か
ら
編
集
委
員
が
変
わ
り

ま
し
た
が
、先
輩
が
残
し
て
く
れ
た
広
報
編
集

を
尊
重
し
な
が
ら
、〝
新
し
い
こ
と
へ
〞の
挑
戦

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
会
の
中
身
を
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、活
動
内
容
を
主
に
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
委
員
全
員
で「
読
み
や
す
く
」「
興
味
深
く
」

内
容
の
あ
る
充
実
し
た
議
会
だ
よ
り
を
こ
れ

か
ら
も
作
成
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、昭
和
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導

を
賜
り
な
が
ら
、議
会
広
報
を
編
集
し
て
参

り
ま
す
。

広
報
編
集
常
任
委
員
長
　
　
金
丸
　
富
一 

■
 発
　
行

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
409-3880
山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越

542-2

■
 編
　
集

広
報
編
集
常
任
委
員
会

印
刷
 株
式
会
社
サ
ン
ニ
チ
印
刷

■
 発
行
人

議
長
 石
原
　
高
明

　

T
E

L.055-275-8842 （
直
通
）

T
E

L.055-275-2111 （
代
）

FA
X

.055-275-0370

議
会
だ
よ
り

し
ょ
う
わ

No.

2
0

2
0

.7
.2

7

186

青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。

Vol.49

　
三
年
前
の
春
、
私
た
ち
家
族
は
昭
和
町
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
他
県
出
身
の
私
は
、
仕
事
の
関
係
で
山
梨

で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
結
婚
し
て
子
育
て
を
し
て
い

く
中
で
、
昭
和
町
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

町
で
あ
る
と
知
り
、
こ
こ
に
住
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
住
み
始
め
た
当
初
か
ら
地
域
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
温
か
い
町
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
週
末

は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

区
の
運
動
会
や
清
掃
活
動
への
参
加
を
通
し
、
少
し
ず
つ

地
域
の
方
と
の
交
流
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
若
宮
八
幡
神
社
夏
祭
り
で
は
、

子
ど
も
御
神
輿
を
曳
か
せ
て
も
ら
い
、
楽
し
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。

　
世
の
中
全
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
揺
れ
て
い
た
今
年
の
春

も
、
若
宮
神
社
の
桜
は
、
三
年
前
の
春
に
私
た
ち
家
族

を
迎
え
て
く
れ
た
よ
う
に
立
派
に
綺
麗
に
咲
き
誇
り
ま

し
た
。
大
き
な
桜
の
木
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
温
か
な
気

持
ち
で
過
ご
せ
る
昭
和
町
で
の
暮
ら
し
に
、
誇
り
を
持
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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何
に
も
な
い
町
だ
な
あ
、
周
り
は
田
ん
ぼ
と
畑
ば
か

り
。
埼
玉
か
ら
嫁
い
で
き
た
私
に
と
っ
て
山
梨
県
の
町
は

ど
こ
も
同
じ
、
昭
和
町
と
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
あ
れ
か
ら
二
十
年
、
周
り
の
景
色
は
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
自
身
も
。

　
こ
の
町
で
子
育
て
を
し
て
き
た
私
に
は
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
い
れ
ば
学
校
行
事
、

地
域
の
行
事
に
と
否
応
な
し
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
す
こ
し
ず
つ
顔
見
知
り
が
増
え
た
り
、
お
母

さ
ん
同
士
の
友
達
が
出
来
た
り
、
自
分
が
役
員
を
し
た
り

と
気
が
つ
け
ば
何
に
も
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
な
あ
、
一
番

大
切
な
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　
二
十
年
と
い
う
歳
月
を
か
け
て
私
も
子
ど
も
か
ら
大
人

に
な
る
よ
う
に
皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
は
成
長
し
た
私
が
今
度
は
皆
さ
ん
に
恩
返
し
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
け
た
ら
と
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
今

日
も
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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